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現状の課題

•プラスチックごみの問題は世界問題、
•日本国内でもプラごみの海外への輸出が不可能になり
国内で滞留してきている。

海洋プラスチックごみによる汚染、また生物への悪影響



例えば、海洋プラスチック問
題

ケニア・ワタミュビーチに打ち寄せられたプラスチックゴミ





日本のプラスチック事情

大量のプラスチックが日常的に利用され
る暮らしが当たり前になっている日本は、

1人当たりの容器包装等プラスチックの
発生量が世界で2番目に多く、

世界第3位のプラスチックの生産国



引用元：Science Advances 2017, “Production,use and fate of all plastics ever made” Roland Geyer, Jenna R. Jambeck, Kara Lavendar Law 



プラ製品8項目の寿命 （対数正規分布）



このままだと。。。2015年までに生産されたプラスチックの総資産量とその後の流れ

83億t

25億t 49億t

8億t

6億t









プラスチック新法について

• 正式名称「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」
法案可決： 2021年6月4日
施行予定： 2022年4月

1. プラスチック使用製品設計指針に対する優遇・促進策
2. 特定（ワンウェイ）プラスチック使用製品の使用の合理化
3. 市町村の分別収集・再商品化
4. 製造・販売事業者等による自主回収及び再資源化
5. 排出事業者の排出抑制及び再資源化等







未来に向けての提言の概要

プラスチックは非常に有用であり、
これからも使用を全く無くす事は出来ない。

４Ｒ プラス Ａ.Ｉ で人間も地球上の生態系の一部であるという認
識をもって持続可能な社会を創っていく。

この目的を実現するために必要な事業活動やイノベーションを
誘致・支援することで環境ビジネスに注力する体制を市町の方針とし
て打ち出す。新しい産業の育成を通じて地域社会を発展させる。



未来のイメージ図

Refuse
発生回避

Recycle
リサイクル

Reuse
再利用

Reduce
排出抑制

Alternatives 自然由来または自然分解される代替素材の利用

Innovation 熱⇒電気 エネルギーの回収
ゴミの総熱量の25％が電気に

Innovation カーボンキャプチャー
CO2の資源化、メタネーション等

焼却施設ではなく発電所



提案１
環境配慮設計の取組み支援（Reuse, Recycle)

• 企業の環境配慮設計への取組みを応援するために
考慮された製品に対して

①表彰 と自治体刊行物での広報活動
②調達での優遇措置を設ける

環境配慮設計商品の認知度を上げる活動を通じて
経済的にメリットの出る方策を立てる

社会で「環境配慮設計」を折込む事が経済的合理性にかなうという
実例を示していく。



提案２
ワンウェイプラスチックの抑制と代替 (Refuse, Alternatives)



プラスチックの代替原料、例えば国内間伐材の使用、紙製など、も考慮し
ワンウェイプラスチックの製造、使用量を削減していく、有料化も考慮

プラスチック（地中からの原料）から
木材、竹など（地上）の原料へ

提案２
ワンウェイプラスチックの抑制と代替 (Refuse, Alternatives)



取組３
溶融炉の更なる活用とCO2の分離・回収（Innovation）

分離技術を開発している企業、研究機関との共同実証実験の取組み
（膜メーカー、化学メーカー、大学など）

地方自治体と学術機関と民間企業の三者協力で技術の確立を目指す。

この地域から発信をして人、知識を集めてCO2の分離、回収の技術を
確立する。



溶融炉、排出量



溶融炉の更なる活用
•１９７ｔ/日

•年間稼働日 ３００日

•年間処理能力 ５９，１００ｔ

• H30年の搬入量 ３６，０００ｔ

約２０，０００ｔの受入が可能では
ここから捻出できる資金を技術革新のための財源として
研究機関、企業に交付



参考：処分費について

愛知臨海環境整備センター （ASEC） 処分単価

廃プラ 溶融固化物 １６，１００ 円/トン

廃プラ その他 ６１，０００ 円/トン

民間事業者の処分費 処分単価（一般参廃）

廃プラ ３０，０００ 円/トンから

６０，０００ 円/トン



CO2
の回収



まとめとして

•プラごみは地球規模の大きな社会問題である。

•４R (Refuseu, Reduce, Reuse, Recycle ) と
A，I (代替、イノベーション)

で解決策を探し、循環社会を創っていく


